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NPO法人 国際ふるさとの森づくり協会
名誉理事⻑ 髙野義武（２０２１年逝去）
理事⻑ 髙橋秀行§１・生い立ちと理念

レナフォ設立者の一人、髙野義武は元国土交通省の土⽊技術者であり、⻑年道路の建設に携わってきた。
道路公害を⼼配する沿道住⺠から強い反対に会う中で彼には反対する人々の気持ちがよく理解できた。「環
境保全対策は無いものか」と悩んでいた時、宮脇昭横浜国立大学教授（当時）の講演「ふるさとの⽊による
ふるさとの森づくり」を聞き、「これだ！」と⼼で叫んだ。以来、宮脇先生等の植生生態学専門家の助言・
指導を頂きながら国道橿原バイパス、⻑野オリンピック関連事業など多くの「ふるさとの森づくり」を実施。
一⽅、⻑年にわたりJACAの研修で宮脇⽅式を講演した。2008年NPO法人国際ふるさとの森づくり協会（レナ
フォ）を設立。名付け親は宮脇昭先生。レナフォは「ふるさとの⽊によるふるさとの森づくり」を一筋に愚
直に実践推進するNPO法人である。

§２・自然林再生専門家研修
地球温暖化の危機を迎えて、人類が破壊し続けてきた自然林を再生

することが、今なすべき行動の一つであると考える。宮脇メソッドに
基づく植樹であること。そのためには、哲学から現場技術まで一貫し
て身につける必要があり、植樹の指導者となる資格である。今までに
１３回実施され１７１人の「植生工学士」が誕生した。その中には、
東日本大震災の被災地で森の防潮堤づくりを提案し実施に至ったり、
各地の学校内で自然林再生を行うなど、積極的な活動をしている⽅も多くいる。

§５・レナフォの目指すもの
二つの植樹祭で創出された樹林のCO2固定量は約５８4トンと試算される。今、地球環境は「待ったなし！」の状況に

きており、レナフォは宮脇メソットに基づき 『気候危機のいま 自然林再生を』と、スローガンを世界に掲げる。

§３・湘南国際村「めぐりの森」植樹祭
2008年、40.9度の記録的な猛暑が襲った。横浜市では、第4回アフリカ開発会議が開催され、

テーマの一つが「気候変動問題への対処」。その会議でのエネルギー利用で発生したCO2を森に吸
収させる。という案だ。その手法として「ふるさとの⽊によるふるさとの森づくり」が推奨された。
レナフォは直ぐに行動を起こし2009年から2017年まで、湘南国際村の16315㎡の裸地に16回に渡り、

市⺠活動として48328本の植樹をした。 2024年9月、543トンのCO2固定量を推定。

§４・「高尾小仏の森」植樹祭
2016年、高尾山の一角に中央高速道路小仏トンネルの掘削工事
で発生した岩石の盛土場が５０年以上経過し地域の社会問題に
なっていた荒廃地があった。ここに多くの潜在自然植生の苗⽊を
植え、高尾陣場自然公園にふさわしい自然林を再生し、人々に愛
される場所にしようと、このプロジェクトはスタートした。2017

年から2023年まで6955㎡の荒廃地に7回に渡り市⺠活動として
22111本の植樹をした。2024年9月、41トンのCO2固定量を推定。
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